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研究成果の概要（和文）：本 研 究 は ，健 常 有 歯 顎 者 における側 方 ガイダンスと客 観 的 咀 

嚼 能 力 の関 連 を明 らかにする ことを目 的 として行 わ れた．本 研 究 結 果 から ， 側方ガ イ

ダンスは，健常有歯顎者の客観的咀嚼能力に関与する因子としてこれまでに明らかになって いる咀

嚼運動パラメータや最大咬合力と比較して，関与する程度が低いことが示唆された． 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify association between occlusal 
guidance and masticatory performance in dentate subjects. The results suggested that the occlusal 
guidance has a weaker association with masticatory performance than those between mandibular 
movements or maximum bite force, and masticatory performance that have been identified to date. 
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１．研究開始当初の背景 
  滑走運動は，上下歯列の咬合接触を保持し

た状態で行う前方，後方，側方への下顎運動 

であり，上下歯列の咬合面形態およびその接 

触関係によって誘導される．これらは臨床にお

いて歯科医によって調整または変更される場合

があるため，顎機能との関連について興味がも

たれてきた．なかでも側方への滑走運動は，咀

嚼時の下顎運動（咀嚼運動）と密接な関係にあ

ることから，最も重要視されている． 

これまでに，側方滑走運動路の前頭面におけ

る傾斜角度（側方ガイダンス）と，咀嚼運動の前

頭面における閉口経路角度との間に正の相関

があることが明らかになっている 1,2)．一方，咀

嚼運動の閉口経路角度は客観的咀嚼能力と関

連していることが明らかになっており，ピーナツ

を試験食品とした咀嚼粉砕能力，ワックスを試験

試料とした咀嚼混合能力について，閉口経路角

度が小さい被験者ほど咀嚼能力が高いことが報

告されている 3,4)． 

以上のことから，側方ガイダンスと咀嚼能 

力との間に関連があることが推測されるが， 

これまでに両者の関連について報告はされ 

ていない． 

 
 



２．研究の目的  

 平均値 標準偏差

性別（0=女,1=男) 0.51 0.5

側方ガイダンス(°) 39.10 11.3

最大咬合力 (N) 696.24 150.7

混合値 1.18 0.4

X50  (mm) 1.76 0.4

そこで本研究では，健常有歯顎者における側
方ガイダンスと客観的咀嚼能力の関連を明
らかにすることを目的とした．帰無仮説は，
「側方ガイダンスと客観的咀嚼能力の間に
関連はない」とした．  
 
３．研究の方法 
（１）被験者 
研究への参加同意が得られた健常有歯顎者
55 名（男性 28 名，平均年齢 25.0±3.5 歳）
とした．  
 
（２）側方ガイダンス 
左右それぞれの側方滑走運動時の前頭面に
おける切歯点部の軌跡をナソヘキサグラフ
（小野測器）で計測し，側方ガイダンス（°）
を左右それぞれ算出した．側方ガイダンスの
値が大きいほど，水平面からの傾斜角度が大
きいことを示す．  
 
（３）客観的咀嚼能力  
咀嚼の粉砕および混合の各過程における咀
嚼能力を評価するため，以下の評価法を用い
た．  
 
①咀嚼粉砕能力の評価は，粉砕能力試験 5)に
よって行った．３ｇのピーナツを片側で２０
ストローク咀嚼させ，これを３回行って得ら
れた咀嚼片を８種類の規格篩で篩い分けし，
各篩上の乾燥重量から，理論的に全咀嚼片重
量の 50％が通過する篩の目開き (median 
particle size：X50) 6)を算出した．X50 の値
が小さいほど，咀嚼粉砕能力が高いことを示
す．左右それぞれにおいて，X50(mm)を算出
した．  
 
②咀嚼混合能力の評価は，混合能力試験 7)に
よって行った．赤と緑で着色されたワックス
キューブを片側で１０ストローク咀嚼させ，
咀嚼後の試料を画像解析装置にて解析し，色
の混合度と形状から混合値を算出した．混合
値の値が大きいほど，咀嚼混合能力が高いこ
とを示す．混合能力試験は，左右それぞれ３
回ずつ行い，３回平均値を左右それぞれの混
合値とした．  
 
（４）最大咬合力  
左右それぞれの第一大臼歯部における最大
咬合力を，オクルーザルフォースメーター
（GM-10，長野計器）を用いて計測した．計
測は１分間の休憩をはさんで３回行い，最大
値を左右それぞれの最大咬合力(N)とした．  
 
（５）統計  
これまでの研究から，義歯装着者および健常
有歯顎者において，混合値は最大咬合力の影

響を受けることが明らかになっている．そこ
で，混合値または X50 を従属変数，性別，側
方ガイダンス，最大咬合力を独立変数とした
重回帰分析をそれぞれ行った．有意水準は
0.05 とした．  
 
４．研究成果  
（１）各変数の分布  
性別，側方ガイダンス，最大咬合力，混合値，
X50 の平均値と標準偏差を示す（表１）． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１．変数の分布  

（２）重回帰分析の結果  

重回帰分析の結果を示す（表２，３）．混合
値，X50 それぞれにおける，側方ガイダンス
の標準偏回帰係数βは 0.09，-0.03（P>0.05）
であった．混合値において，最大咬合力が有
意な独立変数として検出され，混合値の分散
の１１パーセントが最大咬合力によって説
明されることが示された．X50 においては，
性別と最大咬合力が有意な独立変数として
検出され，X50 の分散の２１パーセントが，
これらの独立変数によって説明されること
が示された． 
 
 相関係数標準偏回帰係数 

  
β ｒ 

性別（0=女,1=男) 0.05 0.26**

側方ガイダンス（°） 0.09 0.08

最大咬合力（Ｎ） 0.34** 0.37***

調整済み決定係数＝0.11 (P<0.01)  

**
P<0.01,

***
P<0.001  

表２．混合値と各独立変数の関連(n=92) 



 
 標準偏回帰係数 

 
β 

相関係数
 

ｒ 
性別（0=女,1=男) -0.26* -0.43***

側方ガイダンス（°） -0.03 0.01

最大咬合力（Ｎ） -0.28* -0.44***

調整済み決定係数＝0.21 (P<0.001)  

*
P<0.05, 

***
P<0.001  

表３．X50 と各独立変数の関連(n=94) 
 
（３）総括  
本研究の結果から，健常有歯顎者において，
咀嚼混合能力および咀嚼粉砕能力と側方ガ
イダンスの間の関連について，帰無仮説は棄
却されなかった．すなわち，両者の間には弱
い関連が示唆されたが，統計学的有意レベル
には達しなかった（P>0.05）．一方，咀嚼混
合能力および咀嚼粉砕能力と最大咬合力の
間にはそれぞれ関連があることが示され，こ
れまでの研究結果と一致することが確認さ
れた．  
以上から，側方ガイダンスは，健常有歯顎者
の客観的咀嚼能力に関与する因子としてこ
れまでに明らかになっている咀嚼運動パラ
メータや最大咬合力と比較して，関与する程
度が低いことが示唆された．側方ガイダンス，
咀嚼運動パラメータ，最大咬合力それぞれの
客観的咀嚼能力への関与の大きさについて
のデータを得て，これらを比較することは，
今後の研究を方向づける上で重要であると
考えられる．咀嚼は口腔内の機能だけでなく，
顎口腔系の協調的な機能によって実行され
るため，顎口腔系の因子として咬合彎曲等を
考慮し今後の研究に発展させていく予定で
ある． 
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